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ど ,CO‐eV。lution fO「u.

向□0蜘 齢ウB毎前の伝効《ワータ。9イフ彰く9シ列的

早稲田大 大限記念講堂 (小講堂)
対 A:産 字音の住B者 研究者 技備考/字師 大学廃学生/男女共同李面Ⅲ象有B者

伯、本事素にご関心のある方はどなたでもご→加いただけます

→加R,舞 ヽ

問合せ tW狙 ンシポジウムⅢ君局
TEL,03-5986‐5734/FAX,03-596S-5773

〔年前の甑〕
0(司 ■ 電 均奈和子′宮本資に■,吾 り宮理軍 早 将日大字取技)
,う0010 こ に■十"大 8電 子 (日本ヨに,,こ の合合氏)
040,50 在 惇 自 テ殉宮 (,籠日大■lt豆)
'5●10的  に す ほ震人実,(内 田,男 “京同な扇局貫)

0講 演 同 会 大 SIヽ ′'掲 日大,い 授)

1009■040 ヽ別H済 ワーク ライフ Aラ ンスのためめよに 5手 口奈再=憾の回ウ招″」
爆通子 (おキの水女子大,,民  Ar S■'ほ 桁会よ輝R "ヨ 束回事両艦じ章最台関臨員)

10■OⅢ■ 0 と 口"済  女 に■争この基距を自通して」
転東久実子 (内nS'■支実nな Etta)

1■●11“0 国ヨ4済 「夕に'■研究tFのこれまてとこれがらJ
仁々末承,( a志 女に■争どの,理 軍 n合 氏)

【f在 のB1 1

●説演及び報告 (司全 西 出を定′阜瑠日大■残授)

13コ01■30 と コ,XIま に研究こ支aの ′ヽイォ=ァ としての自■ (4単卓店“重潟口望■19当tt長として)」
田谷■宝 (文□「料■41H,ほ 所 ,“ “家84】,五 拓 字 打ヤ略古 (鷲こ口霞担当"

1)S,1■∞ 置コよ】 “五題印め=町芝J
大承 態司 ((な)理イヒ草研拘打理軍)

1400Ⅲ430 基 口,】 1要芝クルーブ!ておける,Irに なとの回り帽みJ
壱切■乃 ((4)東芝うほ忙雑と□|工)

14S●144る コ査laS「大,におけるワーク ライフ ′ヽランスと人"nに J
母"R行 (早昭国大,Ⅲ 捜)

14■S Ii00 コ =le宮 llll卓接拓系,円 鳴と所属ほ田へのアツケートが,■ えるに,と 笙着 全国涙=指 ユJ
とお褒子 (お車の水女子大■,寝  ■ 最村別掬rt)

1,0●1,0 ■ 題

●バネルディスカッション 「真の女性研究者古着手研究者支援とは」伺全 翻ヨも′ヨ町日大学技帥
1,0」●40 る取は1〔わ (内閣府長民)北 手を一((な)イ+卓ほ師塩現在Ⅲ理0最)J 8ヽgこと,(日本支手大学は寝|

5環 晨実 (束ET大,,置 )矢 0メ 子 (=章 uFサリサーチ●コンサルティンク1採)とに研究R)
大■令ョ (■招田大夕,績 )

１

学

0開 会の挨拶と提言のまとめ
10“0■650 大R電 子 (EI本女に'夕者の全会長)

は規全 (司全 今 栄 英】子′抑を●四大■な損)
1フI J 0  1つ: 3 0 *米


